
2019 年度 春学期 定期試験問題 

科目：マクロ経済学 

2019 年 7 月施行  担当者：畑農鋭矢  持込：不可 
注意：5 問中 4 問を選択しなさい（問題番号明記）。5 問解答した場合は最高点を評価から除く。 

 
第 1 問  
インフレ率に関する以下の問いに答えなさい。 
(1) GDP デフレーターに含まれず、消費者物価指数に

は含まれるものを１つ挙げなさい。（5 点） 
(2) 消費者物価指数に含まれず、GDP デフレーター

には含まれるものを 2 つ挙げなさい。（各 5 点、計

10 点） 
(3) 右図において消費者物価指数と GDP デフレータ

ーとの間に差が生じている原因・背景を簡潔に説

明しなさい。（10 点） 
 
第 2 問  
標準的なソロー・モデルに関して以下の設問に答えなさい。すべて図示して説明すること。 
(1)定常状態における一人あたり資本ストックはどのように決定されるか。（10 点） 
(2)貯蓄率が高いと、定常状態の一人あたり所得にどのような影響があるか。（10 点） 
(3)人口成長率が高いと、定常状態の一人あたり所得にどのような影響があるか。（5 点） 
 
第 3 問  
 Y は GDP、C は消費、I は投資、G は政府支出、T は税とする。また、a は 0<a<1 を満たす定数である。GDP
が「Y=C+I+G」、消費が「C=a(Y－T)」で決まるとき、以下の設問に答えなさい。 
(1) 4 兆円の政府支出増により GDP が 5 兆円増えた。このときの a を計算しなさい。（5 点） 
(2) 上記 1)の a のもとで、減税によって GDP を 1)と同額増やすためには減税をいくら行えばよいか。（10 点） 
(3) 上記 1)の政府支出の財源を増税で 50％、国債発行で 50％賄うと、GDP はいくら増えるか。（10 点） 
 
第 4 問  
 生産要素が労働力と資本の 2 つに大別できるものとする。生産関数が規模に関して収穫一定のコブ・ダグラ

ス型であり、労働分配率が 0.7 であるものとする。下表の数値を参考にして、以下の設問に答えなさい。 
(1) 技術進歩率を計算し、その高低によって表中の 9 カ国を 3 グループに分類しなさい。（10 点） 
(2) 分類したグループ間の比較をもとに経済成長の要因について論じなさい。（15 点） 

【 1970～ 90 年の実質 GDP・労働力・資本ストックの増加率（年率％）】  
国 実質 GDP 労働力 資本 

アメリカ合衆国 2.7 1.7 3.8 
アルゼンチン 0.6 1.0 3.3 
オーストラリア 3.1 2.1 4.2 

タイ 6.8 2.7 8.0 
チリ 2.6 2.5 4.6 

ペルー 1.3 2.9 3.3 
メキシコ 4.2 3.2 4.9 

韓国 8.7 2.3 10.4 
日本 4.3 0.8 7.9 

 
第 5 問  
 寄付点（x）を 0～10 の整数で記しなさい。 
【注意】この問を選択した場合，参加者の解答を基に行うゲームの結果により各自の点数が決定される。ゲー

ムの内容をよく理解し，熟慮の上で自らの責任において選択すること。 
【ゲームの内容】 
1) 各参加者（この問の選択者）の当初の持ち点は 10 点である。 
2) 参加者は共同基金に寄付する点（x：寄付点）を決定する。 
3) 各自の持ち点から寄付点を除いた点数 10－x が寄付後の各自の持ち点となる。 
4) 寄付点（x）の参加者平均（X）を 2 倍した得点（2X）が参加者に与えられる。 
5) 最終的な獲得点数は 10－x＋2X となる。Good Luck!! 
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